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発生動向総覧
《第９週コメント》３月９日集計分
県内のインフルエンザの定点当たり報告数が 4.16 となり、先週の 3.01

から増加、第１週の 3.19 以降、３～５の間で横ばいの状況です。
◆全数届出の感染症

１類感染症 報告なし

２類感染症 結核（東部（１）、中部（１）、西部（１）、浜松市（１））

３類感染症 腸管出血性大腸菌感染症（浜松市（１））

４類感染症 レジオネラ症（中部（１）、西部（２））

５類感染症 カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症（東部（１））、急性脳炎（浜

松市（１））、劇症型溶血性レンサ球菌感染症（中部（１））、侵襲性肺

炎球菌感染症（西部（１））、梅毒（浜松市（１））、百日咳（東部（１））

新型インフルエンザ等感染症

新型コロナウイルス（賀茂（30）、熱海（64）、東部（244）、御殿場

（65）、富士（258）、静岡市（687）中部（264）、西部（413）、浜松市

（363）、自己検査（114））

◆定点把握の対象となる５類感染症（週報対象のもの）

環境衛生科学研究所
感染症情報センター

感染性胃腸炎

 

　　　令和5年第9週（2/27～3/ 5)の動向

インフルエンザ

突発性発疹

全県で罹患数578、定点当たり4.16の患者発生あり、前週
の1.38倍に増加したが、中部地区のみ0.92倍と減少し
た。定点当たり東部地区で5.30、中部地区で2.86、西部
地区で4.11の発生あり。東部地区が前週比1.95倍に増加
し、３地区間の差が拡がった。保健所別では御殿場HCが
定点当たり31.33で県内で唯一警報レベルを超えた。ま
た、前週流行指標に達しなかった熱海HCは2.0と増加
し、賀茂HCを除く県内全保健所が流行レベルとなった。

全県で罹患数541、定点当たり6.08の患者発生あり、前週
の0.83倍に減少した。定点当たり東部地区で7.28、中部
地区で4.19、西部地区で6.50の患者発生、３地区のうち
西部地区のみ1.07倍に増加した。保健所管内では御殿
場HC(15.25)が前週比0.68倍と前週から引き続き減少し
たが、依然県内唯一警報レベルを維持している。

全県で罹患数19、定点当たり0.21の患者発生あり、前週
の1.62倍に増加し、特に中部地区が前週比2.36倍の増
加となった。定点当たり東部地区で0.09、中部地区で
0.26、西部地区で 0.30の患者が発生した。西高東低の
発生状況となっている。例年、今後患者数が増加する傾
向にあるため、動向に注意を払う必要がある。

0

1

2

3

4

5

6

7

定

点

当

た

り

5週 6週 7週 8週 9週

インフルエンザ
全県

東部

中部

西部

0

2

4

6

8

10

12

14

定

点

当

た

り

5週 6週 7週 8週 9週

感染性胃腸炎 全県

東部

中部

西部

0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

0.35

0.4

定

点

当

た

り

5週 6週 7週 8週 9週

突発性発疹
全県

東部

中部

西部



2

・風疹、麻疹とも患者発生なし。

【インフルエンザ罹患数推移】

・患者発生がないのはヘルパンギーナ、マイコプラズマ及びロタウイルスによる感染性胃腸炎の３疾患で、伝染性紅
斑は東部地区で定点当たり0.03の患者発生が報告された。

・全国のインフルエンザの発生は10.17で前週の0.90倍と２週連続で減少した。 40都道府県が注意報レベル、21都
道府県が警報レベルに達しており、流行状況はほぼ横ばい。近隣１都５県では注意報レベルに達したのは神奈川県
（11.35)のみとなり、東京都(8.34)、愛知県(8.11)、山梨県（2.90)、岐阜県(3.32)、長野県(9.13)は注意報レベルに達
していない。本県東に接する神奈川県の影響は現在は低いと予想される。

・第９週に定点当たり患者報告数の多かった疾病は、順に1)感染性胃腸炎(6.08)、2)インフルエンザ(4.16)、3)突発
性発疹(0.21)、4)RSウイルス感染症(0.2)、5)A群溶血性レンサ球菌咽頭炎(0.16)で、前週から７疾病の患者数が減少
した。  

定

点

当

た

り

患

者

数

0

20

40

60

80

1 5 9 13 17 21 25 29 33 37 41 45 49

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

（週）

A/H1 A/H3 B/山形 B/Victoria
pdm09 系統 系統

静岡県
9　（賀茂、　

熱海、西部）
７（遺伝子）

静岡市 3 1（遺伝子）

浜松市 0
0

静岡県・浜松市 0
静岡市 1

静岡県
8（東部HC:3,

中部HC:2,賀

茂HC:3）

7（遺伝子）　

東部3/3,中部

1/2,賀茂3/3

静岡市 5 ５（遺伝子）

浜松市 0
静岡県 1（賀茂HC）

静岡市 6 ６（遺伝子）

浜松市 1 １（分離培養）

静岡県 2（西部HC） ２（遺伝子）

静岡市 1 １（遺伝子）

浜松市 0
静岡県 ６（熱海HC)

静岡市 2
静岡県・浜松市 0
静岡市 1 １（遺伝子）

静岡県・浜松市 0
静岡市 3 ３（遺伝子）

静岡県・浜松市 0
静岡市 2 ２（遺伝子）

静岡県・浜松市 0

【県内衛生研究所におけるインフルエンザウイルス検出状況（2022/2023シーズン）】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和４年36週～令和5年９週）

   　　　　R5  1週

１（InfA（病院でのデータ））

検査中

6（同定されず）
2（同定されず）

検体搬入数

R4 36～52週

２週

３週

４週

５週

６週

７週

８週

９週
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◆感染症発生動向警報システムによる保健所の警報状況
警 報 感染性胃腸炎（御殿場）、インフルエンザ（御殿場）

注意報 なし

指定届出機関からの特記事項欄コメント

感染症第９週（令和５年２月２７日～令和５年３月５日）

高野医院（伊東市）「インフルエンザＡ型 ２名（男性２名）」

むらかみ小児科クリニック（伊東市）「インフルエンザＡ型 １名（３歳男児）、イ

ンフルエンザＢ型 １名（７歳女児）」

聖隷沼津病院（沼津市）「インフルエンザＡ型 ２名」

岩渕内科医院（沼津市）「インフルエンザＡ型 １名」

白十字小児科医院（沼津市）「インフルエンザＢ型 １名」

よざ小児科（沼津市）「インフルエンザＡ型 ２名、ノロウイルス ２名」

光ヶ丘小児科（三島市）「インフルエンザＡ型 ５名、ノロウイルス ２名、ＲＳウ

イルス １名、咽頭アデノウイルス ３名」

なかがわ医院（小山町）「インフルエンザＡ型 １名」

安田内科小児科医院（御殿場市）「インフルエンザＡ型 43 名」

富士病院（御殿場市）「インフルエンザＡ型 36 名」

たうち小児科医院（御殿場市）「インフルエンザＡ型 84 名」

お八幡医院（御殿場市）「インフルエンザＡ型 20 名」

小川小児科内科医院（富士市）「インフルエンザＡ型 20 名」

田子浦クリニック（富士市）「インフルエンザＡ型 ７名」

共立蒲原総合病院・内科（富士市）「インフルエンザＢ型 １名」

あしだクリニック（焼津市）「インフルエンザＡ型 ９名（５歳女児１名、７歳女児

３名、９歳男児２名・女児１名、10～14歳男児１名、20歳以上女性１名）」

【梅毒の発生状況（静岡県）】

・R5年の発生増加の勢いは止まらず、9週は前年比1.59倍の患者数となった。
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むらまつファミリークリニック（藤枝市）「インフルエンザＡ型 11名（２歳女児１

名、３歳男児１名・女児１名、４歳女児２名、７歳男児２名、10～14歳男児２名、

30～39歳女性２名）」

田中医院（磐田市）「インフルエンザＡ型 ３名（１歳女児１名、３歳男児１名、７

歳女児１名）」

きもと小児科（湖西市）「インフルエンザＡ型 ４名」

市立御前崎総合病院（御前崎市）「インフルエンザＡ型 ４名（４歳男児１名、７歳

女児２名、15歳男児１名、） インフルエンザ疑い ３名（１歳男児（姉インフル疑）、

11歳女児（兄インフル）、12歳男児１名（家族インフルあり））」

鈴木小児科医院（磐田市）「インフルエンザＡ型 ２名」

総合病院聖隷浜松病院(小児科)（浜松市）「インフルエンザ １名」

クリニックパパ（浜松市）「インフルエンザＡ型 12名」

今西こどもクニック（浜松市）「インフルエンザ 26名」

総合病院聖隷三方原病院(小児科)（浜松市）「インフルエンザ １名」

げんきこどもクニック（浜松市）「インフルエンザＡ型 10名」

いぬかい小児科（浜松市）「インフルエンザＡ型 ６名」

すずきこどもクニック（浜松市）「インフルエンザＡ型 ４名」

幸田子供クニック（浜松市）「インフルエンザＡ型 ３名」

たなか小児科（浜松市）「インフルエンザ 22名」

天竜こども医院（浜松市）「インフルエンザ ７名」

小松診療所（浜松市）「インフルエンザＡ型 １名」

金指こどもクリニック（浜松市）「インフルエンザＡ型 ７名」

縣医院（浜松市）「インフルエンザＡ型 ６名」

おおば小児科（浜松市）「インフルエンザ 10名」

遠州病院（浜松市）「インフルエンザ １名」

くまがいクリニック（浜松市）「インフルエンザＡ型 １名」

大竹内科医院（浜松市）「インフルエンザＡ型 ５名」

みかえ内科クニック（浜松市）「インフルエンザＡ型 １名」

のずえ内科呼吸器クリニック（浜松市）「インフルエンザＡ型 １名」

※特記事項欄コメントによるインフルエンザウイルス型別状況（R4-R5 シーズン累計）

静岡県の感染症週報は、組織改編に伴い感染症対策課において作成しています。

・ 引き続き、疾病対策課ホームページにより御覧いただけます。

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003065/index.html

区分 報告数 割合

インフルエンザＡ型 2,204 名 97％

インフルエンザＢ型 65 名 ３％
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9 週

4週 5週 6週 7週 8週 今週 年累計 6週 7週 8週 今週 年累計

エボラ出血熱

クリミア・コンゴ出血熱

痘そう

南米出血熱

ペスト

マールブルグ病

ラッサ熱

急性灰白髄炎

結核 4 5 7 2 5 4 53 217 205 161 242 1,996

ジフテリア

重症急性呼吸器症候群（SARS)

中東呼吸器症候群（MERS）

鳥インフルエンザH5N1

鳥インフルエンザH7N9

新型コロナウイルス 17,713 12,354 8,575 5,553 3,382 2,502 161,206 204,646 141,581 94,034 75,262 3,960,769

コレラ 1 1

細菌性赤痢 1 1 3

腸管出血性大腸菌感染症 1 1 1 5 10 18 16 20 162

腸チフス 3 1 1 11

パラチフス 1 2

Ｅ型肝炎 1 1 9 12 10 10 97

ウエストナイル熱（ウエストナイル脳炎を含む）

Ａ型肝炎 1 3 1 12

エキノコックス症 1 3

黄熱

オウム病 1 2

オムスク出血熱

回帰熱 1

キャサヌル森林病

Ｑ熱

狂犬病

コクシジオイデス症

サル痘 1 2 5 4 23

ジカウイルス感染症

重症熱性血小板減少症候群 1 1 1 1 6

腎症候性出血熱

西部ウマ脳炎

ダニ媒介脳炎

炭疽

チクングニア熱

つつが虫病 4 2 2 45

デング熱 3 7

東部ウマ脳炎

鳥インフルエンザ

ニパウイルス感染症

日本紅斑熱 1 6

日本脳炎

ハンタウイルス肺症候群

Ｂウイルス病

鼻疽

ブルセラ症

ベネズエラウマ脳炎

ヘンドラウイルス感染症

発しんチフス

ボツリヌス症

マラリア 1 1 4

野兎病

ライム病

リッサウイルス感染症

リフトバレー熱

類鼻疽

レジオネラ症 3 1 1 3 9 22 20 25 17 222

レプトスビラ症 1 2

ロッキー山紅斑熱

アメーバ赤痢 3 1 4 6 11 4 7 77

ウイルス性肝炎（Ａ型肝炎及びＥ型肝炎を除く） 5 6 4 3 37

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 1 2 1 2 1 7 22 30 19 24 286

急性弛緩性麻痺 1 2 8

急性脳炎（ｳｴｽﾄﾅｲﾙ脳炎、日本脳炎等を除く） 1 1 1 6 6 6 6 3 76

クリプトスポリジウム症 1

クロイツフェルト・ヤコブ病 1 1 1 2 3 4 24

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 2 10 10 14 13 151

後天性免疫不全症候群 1 1 2 9 16 8 14 140

ジアルジア症 1 2 1 1 2 6

侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 2 4 4 2 3 48

侵襲性髄膜炎菌感染症 2

侵襲性肺炎球菌感染症 1 1 1 4 26 19 16 20 286

水痘（入院例に限る） 1 1 2 3 5 3 36

先天性風しん症候群

梅毒 3 8 9 4 6 1 59 180 201 173 186 2,268

播種性クリプトコックス症 1 1 1 1 1 1 29

破傷風 1 1 1 8

バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌感染症

バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1 3 1 2 3 25

百日咳 1 2 12 11 11 9 101

風しん

麻しん 1 1

薬剤耐性アシネトバクター感染症 2 2 1 5

新型インフルエンザ等感染症

※医療機関から届出の追加や取り下げがあった場合、増減することがあります。

2023年
静岡県 全国

疾患名
区分
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9 週

4週 5週 6週 7週 8週 今週 計 6週 7週 8週 今週 計

ＲＳウイルス感染症 22 32 26 36 25 18 159 952 1,009 969 1,060 3,990 

咽頭結膜熱 14 11 14 28 26 11 104 389 554 491 486 1,920 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 17 10 12 18 22 14 93 1,313 1,660 1,470 1,509 5,952 

感染性胃腸炎 655 797 739 802 650 541 4,184 22,843 23,029 19,528 18,753 84,153 

水痘 5 9 3 5 6 5 33 185 264 219 203 871 

手足口病 2 2 1 1 1 7 264 242 206 206 918 

伝染性紅斑 2 1 1 4 22 46 30 21 119 

突発性発しん 17 21 21 21 12 19 111 676 686 611 650 2,623 

ヘルパンギーナ 1 2 1 4 126 157 153 118 554 

流行性耳下腺炎 4 4 2 2 5 4 21 91 96 81 94 362 

インフルエンザ 418 465 589 449 418 578 2,917 63,786 62,101 55,873 50,235 231,995 

急性出血性結膜炎  7 5 5 9 26 

流行性角結膜炎 2 1 5 4 3 15 125 155 121 129 530 

クラミジア肺炎（オウム病は除く）  1 1 

細菌性髄膜炎 1 1 2 4 7 8 8 12 35 

マイコプラズマ肺炎 1 1 7 8 7 7 29 

無菌性髄膜炎 1 1 2 9 10 8 10 37 

感染性胃腸炎（病原体がロタウイ

ルスであるものに限る。）  4 10 7 9 30 

定点種別

小児科

内科

眼科

基幹

※小児科定点と内科定点はインフルエンザ定点を兼ねている。

定点把握感染症集計表(届出数)
2023年

静岡県 全国

県内定点数 届出対象感染症

８９
ＲＳウイルス感染症、咽頭結膜熱、Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎、感染性胃腸炎、水痘、手足口病、伝染

性紅斑、突発性発しん、ヘルパンギーナ、流行性耳下腺炎、インフルエンザ

５０ インフルエンザ

２２ 急性出血性結膜炎、流行性角結膜炎

１０
クラミジア肺炎（オウム病は除く）、細菌性髄膜炎、マイコプラズマ肺炎、無菌性髄膜炎、感染性胃腸炎

（病原体がロタウイルスであるものに限る。）
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9 週

第4週 第5週 第6週 第7週 第8週 今週 第6週 第7週 第8週 今週

ＲＳウイルス感染症 0.25 0.36 0.29 0.40 0.28 0.20 0.30 0.32 0.31 0.34

咽頭結膜熱 0.16 0.12 0.16 0.31 0.29 0.12 0.12 0.18 0.16 0.15

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0.19 0.11 0.13 0.20 0.25 0.16 0.42 0.53 0.47 0.48

感染性胃腸炎 7.36 8.96 8.30 9.01 7.30 6.08 7.26 7.31 6.20 5.95

水痘 0.06 0.10 0.03 0.06 0.07 0.06 0.06 0.08 0.07 0.06

手足口病 0.02 0.02 0.01 0.01 0.01 0.08 0.08 0.07 0.07

伝染性紅斑 0.02 0.00 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

突発性発しん 0.19 0.24 0.24 0.24 0.13 0.21 0.21 0.22 0.19 0.21

ヘルパンギーナ 0.01 0.02 0.01 0.04 0.05 0.05 0.04

流行性耳下腺炎 0.04 0.04 0.02 0.02 0.06 0.04 0.03 0.03 0.03 0.03

インフルエンザ 3.01 3.35 4.24 3.23 3.01 4.16 12.91 12.56 11.32 10.17

急性出血性結膜炎 0.01 0.01 0.01 0.01

流行性角結膜炎 0.09 0.05 0.23 0.18 0.14 0.18 0.22 0.17 0.19

クラミジア肺炎（オウム病は除く）

細菌性髄膜炎 0.10 0.10 0.20 0.01 0.02 0.02 0.03

マイコプラズマ肺炎 0.10 0.01 0.02 0.01 0.01

無菌性髄膜炎 0.10 0.10 0.02 0.02 0.02 0.02

感染性胃腸炎（病原体がロタウイ

ルスであるものに限る。） 0.01 0.02 0.01 0.02

定点種別

小児科

内科

眼科

基幹

※小児科定点と内科定点はインフルエンザ定点を兼ねている。

定点把握感染症集計表(定点当り)
2023年

静岡県 全国

県内定点数 届出対象感染症

８９
ＲＳウイルス感染症、咽頭結膜熱、Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎、感染性胃腸炎、

水痘、手足口病、伝染性紅斑、突発性発しん、ヘルパンギーナ、流行性耳下腺炎、
インフルエンザ

５０ インフルエンザ

２２ 急性出血性結膜炎、流行性角結膜炎

１０
クラミジア肺炎（オウム病は除く）、細菌性髄膜炎、マイコプラズマ肺炎、無菌性髄膜

炎、感染性胃腸炎（病原体がロタウイルスであるものに限る。）
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感染症 9 週

罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り

総数 18 0.20 11 0.12 14 0.16 541 6.08 5 0.06 

賀茂 11 5.50 

熱海 28 7.00 

東部 2 0.15 1 0.08 89 6.85 

御殿場 61 15.25 

富士 44 4.89 

静岡市 7 0.44 3 0.19 2 0.13 55 3.44 1 0.06 

中部 5 0.45 1 0.09 4 0.36 58 5.27 

西部 2 0.17 4 0.33 71 5.92 

浜松市 2 0.11 3 0.17 7 0.39 124 6.89 4 0.22 

罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 週計 累計 罹患数 定点当り

総数 1 0.01 1 0.01 19 0.21 1 2 0

賀茂

熱海

東部 1 0.08 1 0.08 1 2

御殿場

富士 1 0.11 2 0.22 

静岡市 3 0.19 

中部 4 0.36 

西部 4 0.33 

浜松市 5 0.28 

罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 週計 累計 週計 累計 小児科 内科

総数 4 0.04 578 4.16 0 0 0 0 89 50

賀茂 2 1

熱海 12 2.00 4 2

東部 26 1.30 13 7

御殿場 1 0.25 188 31.33 4 2

富士 1 0.11 39 2.60 9 6

静岡市 1 0.06 70 2.80 16 9

中部 50 2.94 11 6

西部 68 3.58 12 7

浜松市 1 0.06 125 4.46 18 10

*百日咳は、平成30年1月1日より五類（定点把握対象）から五類（全数把握対象）に変更されました。

ＲＳウイルス感染症 咽頭結膜熱
Ａ群溶血性

レンサ球菌咽頭炎
感染性胃腸炎 水痘

手足口病 伝染性紅斑 突発性発しん
百日咳

(全数報告)
ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎 インフルエンザ
麻しん

（全数報告）
風しん

（全数報告）
指定届出機関

（定点）数

保健所名

保健所名

保健所名
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感染症 9 週

罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り

総数 0 3 0.14 0 2 0.20 0

賀茂

熱海

東部 1 0.25 

御殿場

富士

静岡市

中部

西部

浜松市 2 0.67 2 1.00 

罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 眼科 基幹

総数 0 0 22 10

賀茂 － 1

熱海 － 1

東部 4 1

御殿場 －

富士 3 1

静岡市 5 2

中部 3 1

西部 4 1

浜松市 3 2
*賀茂・熱海・御殿場の各保健所管内には眼科定点はありません。
*御殿場保健所管内には基幹定点はありません。

急性出血性結膜炎 流行性角結膜炎
クラミジア肺炎

（オウム病を除く）
細菌性髄膜炎 マイコプラズマ肺炎

無菌性髄膜炎
感染性胃腸炎

（病原体がロタウイルス

であるものに限る。）

指定届出機関
（定点）数

保健所名

保健所名
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9 週

年齢階級区分 ～５ヶ月 ～11ヶ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～14歳 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上

〃（小児科定点把握感染症分） ～５ヶ月 ～11ヶ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～14歳 15～19歳 20歳以上

〃（眼科定点把握感染症分） ～５ヶ月 ～11ヶ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～14歳 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

〃（基幹定点把握分） ０歳 1～4歳 5～9歳 10～14歳 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上

ＲＳウイルス感染症 1 3 6 2 1 2 2 1 18 

咽頭結膜熱 1 4 3 1 1 1 11 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1 1 3 2 1 1 1 1 3 14 

感染性胃腸炎 1 18 69 81 75 67 42 48 25 29 18 34 4 30 541 

水痘 1 1 2 1 5 

手足口病 1 1 

伝染性紅斑 1 1 

突発性発しん 6 10 1 1 1 19 

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎 1 1 2 4 

インフルエンザ 2 5 17 12 30 35 44 50 44 35 36 147 19 25 36 24 5 4 5 3 578 

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎 1 1 1 3 

クラミジア肺炎（オウム病は除く）

細菌性髄膜炎 1 1 2 

マイコプラズマ肺炎

無菌性髄膜炎

感染性胃腸炎（病原体がロタウイ

ルスであるものに限る。）

定点把握感染症年齢階級別集計表(届出数）
2023年

計

9 週

年齢階級区分 ～６ヶ月 ～12ヶ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～14歳 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上

〃（小児科定点把握感染症分） ～６ヶ月 ～12ヶ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～14歳 15～19歳 20歳以上

〃（眼科定点把握感染症分） ～６ヶ月 ～12ヶ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～14歳 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

〃（基幹定点把握分） ０歳 1～4歳 5～9歳 10～14歳 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上

ＲＳウイルス感染症 0.01 0.03 0.07 0.02 0.01 0.02 0.02 0.01 0.20

咽頭結膜熱 0.01 0.04 0.03 0.01 0.01 0.01 0.12

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0.01 0.01 0.03 0.02 0.01 0.01 0.01 0.01 0.03 0.16

感染性胃腸炎 0.01 0.20 0.78 0.91 0.84 0.75 0.47 0.54 0.28 0.33 0.20 0.38 0.04 0.34 6.08

水痘 0.01 0.01 0.02 0.01 0.06

手足口病 0.01 0.01

伝染性紅斑 0.01 0.01

突発性発しん 0.07 0.11 0.01 0.01 0.01 0.21

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎 0.01 0.01 0.02 0.04

インフルエンザ 0.01 0.04 0.12 0.09 0.22 0.25 0.32 0.36 0.32 0.25 0.26 1.06 0.14 0.18 0.26 0.17 0.04 0.03 0.04 0.02 4.16

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎 0.05 0.05 0.05 0.14

クラミジア肺炎（オウム病は除く）

細菌性髄膜炎 0.10 0.10 0.20

マイコプラズマ肺炎

無菌性髄膜炎

感染性胃腸炎（病原体がロタウイ

ルスであるものに限る。）

定点把握感染症年齢階級別集計表(定点当り）
2023年

計
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0.00 

2.00 

4.00 

6.00 

8.00 

10.00 

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

ＲＳウイルス感染症

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）

0.00

0.30

0.60

0.90

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

咽頭結膜熱

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）

0.00 

0.50 

1.00 

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）

0.00 

5.00 

10.00 

15.00 

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

感染性胃腸炎

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）

(週)

(定点当たり患者数)
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0.00 

0.50 

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

水痘

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）

0.00 

5.00 

10.00 

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

手足口病

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）

0.00 

0.20 

0.40 

0.60 

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

突発性発しん

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）

0.00 

0.50 

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

伝染性紅斑

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）
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0.00 

5.00 

10.00 

15.00 

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

インフルエンザ（高病原性鳥インフルエンザを除く）

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）

0.00 

2.00 

4.00 

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

ヘルパンギーナ

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）

0.00 

0.50 

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

流行性耳下腺炎

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）
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0.00 

0.50 

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

流行性角結膜炎

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）

0.00

0.02

0.04

0.06

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

急性出血性結膜炎

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）

0.00 

0.10 

0.20 

0.30 

0.40 

0.50 

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

クラミジア肺炎（オウム病を除く）

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）

0.00 

0.05 

0.10 

0.15 

0.20 

0.25 

0.30 

0.35 

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

細菌性髄膜炎（インフルエンザ菌、髄膜炎菌、
肺炎球菌を原因として同定された場合を除く）

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）
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 0.00 

0.30 

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

マイコプラズマ肺炎

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）

0.00 

0.10 

0.20 

0.30 

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

無菌性髄膜炎

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）

0.00 

0.10 

0.20 

0.30 

0.40 

0.50 

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

感染性胃腸炎（病原体がロタウイルスであるものに限る。）

R3年（県）

R4年（県）

R5年（県）

R5年（国）

定点種別 県内定点数

小児科 ８９

内科 ５０

眼科 ２２

基幹 １０

届出対象感染症

ＲＳウイルス感染症、咽頭結膜熱、Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎、感染性胃腸炎、水痘、手足口病、伝染性紅斑、

突発性発しん、百日咳、ヘルパンギーナ、流行性耳下腺炎、インフルエンザ

インフルエンザ

急性出血性結膜炎、流行性角結膜炎

クラミジア肺炎（オウム病を除く）、細菌性髄膜炎、マイコプラズマ肺炎、無菌性髄膜炎、感染性胃腸炎（病原体が

ロタウイルスであるものに限る。）
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1 月

8月 9月 10月 11月 12月 今月 計 10月 11月 12月 今月 計

性器クラミジア感染症 43 45 57 57 49 49 300 2,701 2,614 2,334 2,456 10,105 

性器ヘルペスウイルス感染症 27 8 23 18 19 11 106 736 699 663 694 2,792 

尖圭コンジローマ 7 9 18 11 6 10 61 517 580 483 500 2,080 

淋菌感染症 10 14 16 11 11 18 80 903 833 755 843 3,334 

性器クラミジア感染症（男） 14 10 16 21 18 16 95 1,419 1,346 1,173 1,330 5,268 

性器クラミジア感染症（女） 29 35 41 36 31 33 205 1,282 1,268 1,161 1,126 4,837 

性器ヘルペスウイルス感染症（男） 11 14 5 5 4 39 300 252 239 265 1,056 

性器ヘルペスウイルス感染症（女） 16 8 9 13 14 7 67 436 447 424 429 1,736 

尖圭コンジローマ（男） 2 3 8 6 3 6 28 342 400 337 326 1,405 

尖圭コンジローマ（女） 5 6 10 5 3 4 33 175 180 146 174 675 

淋菌感染症（男） 9 11 8 9 6 13 56 686 618 556 631 2,491 

淋菌感染症（女） 1 3 8 2 5 5 24 217 215 199 212 843 

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症  79 89 71 239 

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 20 14 15 18 10 13 90 1,225 1,225 1,210 1,457 5,117 

薬剤耐性緑膿菌感染症  6 8 9 23 

定点種別

性感染症

基幹

定点把握感染症(月報)集計表(届出数)
2023年

静岡県 全国

県内定点数 届出対象感染症

３０ 性器クラミジア感染症、性器ヘルペスウイルス感染症、尖形コンジローマ、淋菌感染症

１０ ペニシリン耐性肺炎球菌感染症、メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症、薬剤耐性緑膿菌感染症

更　　　　新
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1 月

8月 9月 10月 11月 12月 今月 10月 11月 12月 今月

性器クラミジア感染症 1.43 1.50 1.90 1.90 1.63 1.63 2.75 2.67 2.38 2.51

性器ヘルペスウイルス感染症 0.90 0.27 0.77 0.60 0.63 0.37 0.75 0.71 0.68 0.71

尖圭コンジローマ 0.23 0.30 0.60 0.37 0.20 0.33 0.53 0.59 0.49 0.51

淋菌感染症 0.33 0.47 0.53 0.37 0.37 0.60 0.92 0.85 0.77 0.86

性器クラミジア感染症（男） 0.47 0.33 0.53 0.70 0.60 0.53 1.45 1.37 1.19 1.36

性器クラミジア感染症（女） 0.97 1.17 1.37 1.20 1.03 1.10 1.31 1.30 1.18 1.15

性器ヘルペスウイルス感染症（男） 0.37 0.47 0.17 0.17 0.13 0.31 0.26 0.24 0.27

性器ヘルペスウイルス感染症（女） 0.53 0.27 0.30 0.43 0.47 0.23 0.44 0.46 0.43 0.44

尖圭コンジローマ（男） 0.07 0.10 0.27 0.20 0.10 0.20 0.35 0.41 0.34 0.33

尖圭コンジローマ（女） 0.17 0.20 0.33 0.17 0.10 0.13 0.18 0.18 0.15 0.18

淋菌感染症（男） 0.30 0.37 0.27 0.37 0.20 0.43 0.70 0.63 0.57 0.64

淋菌感染症（女） 0.03 0.10 0.27 0.07 0.17 0.17 0.22 0.22 0.20 0.22

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 0.17 0.19 0.17 0.15

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 2.00 1.40 1.50 1.80 1.00 1.30 2.58 2.57 2.54 3.05

薬剤耐性緑膿菌感染症 0.01 0.02 0.01 0.02

定点種別

性感染症

基幹

定点把握感染症(月報)集計表(定点当り)
2023年

静岡県 全国

県内定点数 届出対象感染症

３０
性器クラミジア感染症、性器ヘルペスウイルス感染症、尖圭コンジローマ、淋菌感染

症

１０
ペニシリン耐性肺炎球菌感染症、メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症、薬剤耐性

緑膿菌感染症
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2023年 1 月

罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り

総数 49 1.63 11 0.37 10 0.33 18 0.60 

賀茂

熱海 1 1.00 1 1.00 

東部 7 1.40 2 0.40 

御殿場 1 1.00 1 1.00 

富士 4 1.33 1 0.33 3 1.00 

静岡市 16 2.67 5 0.83 6 1.00 5 0.83 

中部 9 2.25 2 0.50 1 0.25 6 1.50 

西部 9 1.80 4 0.80 

浜松市 2 0.40 1 0.20 1 0.20 

罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り

総数 13 1.30 

賀茂 3 3.00 
熱海
東部

御殿場
富士 2 2.00 

静岡市 7 3.50 

中部 1 1.00 

西部

浜松市

性感染症 基幹

総数 30 10

賀茂 1

熱海 1 1

東部 5 1

御殿場 1

富士 3 1

静岡市 6 2

中部 4 1

西部 5 1

浜松市 5 2

＊薬剤耐性アシネトバクター感染症は、平成26年9月19日から全数把握の対象となりました。

性器クラミジア感染症
性器ヘルペスウイルス

感染症
尖圭コンジローマ 淋菌感染症

ペニシリン耐性

肺炎球菌感染症

メチシリン耐性

黄色ブドウ球菌感染症

薬剤耐性
緑膿菌感染症 

定点(指定届出機関)数

保健所名

保健所名

保健所名
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2023年 1 月

年齢階級区分 ０歳 １～４歳 ５～９歳 10～14歳 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上 計

性器クラミジア感染症 4 17 8 11 5 3 1 49

性器ヘルペスウイルス感染症 1 3 1 2 1 1 2 11

尖圭コンジローマ 2 1 1 1 2 1 2 10

淋菌感染症 7 6 3 1 1 18

性器クラミジア感染症（男） 7 1 4 2 1 1 16

性器クラミジア感染症（女） 4 10 7 7 3 2 33

性器ヘルペスウイルス感染症（男） 1 1 1 1 4

性器ヘルペスウイルス感染症（女） 3 1 1 1 1 7

尖圭コンジローマ（男） 1 1 1 1 2 6

尖圭コンジローマ（女） 1 2 1 4

淋菌感染症（男） 4 4 3 1 1 13

淋菌感染症（女） 3 2 5

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 1 1 11 13

薬剤耐性緑膿菌感染症

2023年 1 月

年齢階級区分 ０歳 １～４歳 ５～９歳 10～14歳 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上 計

性器クラミジア感染症 0.13 0.57 0.27 0.37 0.17 0.10 0.03 1.63

性器ヘルペスウイルス感染症 0.03 0.10 0.03 0.07 0.03 0.03 0.07 0.37

尖圭コンジローマ 0.07 0.03 0.03 0.03 0.07 0.03 0.07 0.33

淋菌感染症 0.23 0.20 0.10 0.03 0.03 0.60

性器クラミジア感染症（男） 0.23 0.03 0.13 0.07 0.03 0.03 0.53

性器クラミジア感染症（女） 0.13 0.33 0.23 0.23 0.10 0.07 1.10

性器ヘルペスウイルス感染症（男） 0.03 0.03 0.03 0.03 0.13

性器ヘルペスウイルス感染症（女） 0.10 0.03 0.03 0.03 0.03 0.23

尖圭コンジローマ（男） 0.03 0.03 0.03 0.03 0.07 0.20

尖圭コンジローマ（女） 0.03 0.07 0.03 0.13

淋菌感染症（男） 0.13 0.13 0.10 0.03 0.03 0.43

淋菌感染症（女） 0.10 0.07 0.17

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 0.10 0.10 1.10 1.30

薬剤耐性緑膿菌感染症

定点把握感染症(月報)年齢階級別集計表(届出数）

定点把握感染症(月報)年齢階級別集計表(定点当り）
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尖形コンジローマ（女）
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#REF!

R5年(国)

0.00 

0.05 

0.10 

0.15 

0.20 

0.25 

0.30 

0.35 

1 6 11

尖圭コンジローマ（男）

R3年(県)

R4年(県)

R5年(県)

R5年(国)

0.00 

0.05 

0.10 

0.15 

0.20 

0.25 

0.30 

0.35 

1 6 11

尖圭コンジローマ（女）

R3年(県)

R4年(県)

R5年(県)

R5年(国)

0.00 

0.10 

0.20 

0.30 

0.40 

0.50 

0.60 

0.70 

1 6 11

淋菌感染症（男）

R3年(県)

R4年(県)

R5年(県)

R5年(国)
0.00 

0.05 

0.10 

0.15 

0.20 

0.25 

0.30 

0.35 

1 6 11

淋菌感染症（女）
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定点種別 県内定点数 届出対象感染症

性感染症 ３０
性器クラミジア感染症、性器ヘルペスウイ

ルス感染症、尖圭コンジローマ、淋菌感染

症

基幹 １０

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症、メチシリ

ン耐性黄色ブドウ球菌感染症、薬剤耐性

アシネトバクター感染症、薬剤耐性緑膿

菌感染症
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新型コロナウイルスに関するＰＣＲ検査状況等（令和５年３月８日時点）

ＰＣＲ・抗原検査
実施者数

１週間の
検査実施者数

ＰＣＲ・抗原検査
陽性者数

１週間の
陽性者数

１週間の
検査陽性率

3月1日 水 2,608 567 

3月2日 木 2,712 387 

3月3日 金 2,645 368 

3月4日 土 1,474 326 

3月5日 日 936 277 

3月6日 月 3,881 211 

3月7日 火 2,166 238 

項目

16,422 2,374 14.5%
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☆県民のみなさまへ注意喚起

（１）「うつらない」・「うつさない」ための取組の徹底

（新型コロナウイルス対策と同じです）

l なるべく密を避けましょう

l こまめに手洗いをしましょう

l 人混みや会話時のマスク着用や咳エチケット（ティッシュや腕の内側などで口と

鼻を覆い顔を他の人に向けない）を励行しましょう

l 十分な栄養と睡眠をとり、健康管理につとめましょう

（２）インフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症にそなえて

l インフルエンザワクチン及び新型コロナワクチンのできるだけ早い接種を検討し

てください

l 発熱などの体調不良時にそなえて、解熱鎮痛薬、生活必需品（体温計、日持ちす

る食料（５～７日分）など）、新型コロナ抗原定性検査キットなどを早めに購入し

ておきましょう

l 発熱、頭痛、咳等の症状が出た場合にあわてないよう、かかりつけ医療機関、静

岡県発熱等診療医療機関などの電話相談窓口を確認しておきましょう

l インフルエンザと診断されたら医師の指示を守って服薬し、外出を控えるととも

に、家庭内でも咳エチケットを徹底し、十分な休養をとりましょう

l インフルエンザと新型コロナウイルス感染症の同時流行による外来医療機関のひ

っ迫が懸念されていますので、企業や学校等は、従業員や児童等が体調不良で療

養を開始する際に、インフルエンザや新型コロナウイルス感染症の検査結果を証

明する書類や診断書を求めないように御配慮ください（復帰する際の検査の陰性

証明や治癒証明も同様です）
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サル痘

・サル痘は、サル痘ウイルス感染による急性発疹性疾患であり、感染症の予防及び感染

症の患者に対する医療に関する法律（以下「感染症法」という。）では、四類感染症

に指定されています。1970年にザイール（現在のコンゴ民主共和国）でヒトで初めて

感染が確認された感染症で、中央アフリカから西アフリカにかけて流行しています。

・2022年５月以降、従前のサル痘流行国への海外渡航歴のないサル痘患者が欧州、米

国等で報告されており、日本では感染症発生動向調査において、集計の開始された

2003年以降、輸入例を含めサル痘患者の報告はありませんでしたが、2022年７月25

日、東京都在住の方の感染が初めて報告されました（R5.3.7現在：国内31例）。

＜感染経路・予防法等＞

項目 内容

感染経路

・サル痘ウイルスに感染した動物（リスなどのげっ歯類）の血液、体液、

皮膚病変との接触による感染が確認されています。

・主に感染した人や動物の皮膚の病変・体液・血液に触れた場合（性的接

触を含む）、患者と近くで対面し、長時間の飛沫にさらされた場合、患

者が使用した寝具やタオル等に触れた場合等により感染します。

症状

・潜伏期間は５～21 日（通常７～14 日）であり、発熱、頭痛、リンパ節

腫脹、筋肉痛などが１～５日続いた後、発疹や水ぶくれが出現します（特

に顔、口、手足、肛門、性器、お尻の発疹に注意）。

・多くの場合、２～４週間持続し自然軽快するが、免疫力の低下している

人では重症化するケースもあります。また、皮膚の二次細菌感染、気管

支肺炎、敗血症、脳炎、角膜炎などの合併症をまれに起こすことがあり

ます。

治療法 ・現在国が内服治療薬やワクチンを使用できるよう準備中です。

予防法

・流行地では感受性のある動物や感染者との接触をさけることが大切です。

・患者等が使用したリネン類や衣類に触れるときは、手袋などを着用して

直接的な接触を避けること、触れた後に手洗いをすることが大切です。

・発熱、発疹がありサル痘が疑われる場合、マスク着用、手指衛生を行う

ことが重要です。

・また、天然痘ワクチンが有効（日本では 1976 年以降天然痘ワクチンの

接種は行われていない）であるとの報告がなされています。

法令上の

取り扱い

・感染症法において、全数把握対象（四類感染症）であり、診断した医師

は直ちに最寄りの保健所に届け出なければならない。
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県民の皆様へ

・サル痘は、サル痘ウイルスによる急性発疹性疾患です。主にアフリカ大陸に生息す

るリスなどのげっ歯類が自然宿主とされており、感染した動物に噛まれたり、感染

した動物の血液、体液、皮膚病変（発疹部位）との接触による感染が確認されてい

ます。主に感染した人や動物の皮膚の病変・体液・血液に触れた場合（性的接触を

含む）、患者と近くで対面し、長時間の飛沫にさらされた場合、患者が使用した寝具

等に触れた場合等により感染します。

・これまでアフリカ大陸の流行地域（アフリカ大陸西部から中央部）で主に発生が確

認されていましたが、2022 年５月以降海外渡航歴のないサル痘患者が欧米等を中心

に世界各国で確認されています。

・サル痘の潜伏期間は７～14 日（最大５～21 日）とされており、潜伏期間の後、発熱、

頭痛、リンパ節腫脹、筋肉痛などの症状が０～５日続き、発熱１～３日後に発疹が

出現、発症から２～４週間で治癒するとされています。

・発熱、発疹等、体調に異常がある場合には身近な医療機関に相談するとともに、手

指消毒等の基本的な感染対策を行ってください。

・海外からの帰国された方で、体調に異常がある場合は、到着した空港等の検疫ブー

スで検疫官に申し出てください。帰国後に症状が認められた場合は、医療機関を受

診し、医師へ海外への渡航歴を告げてください。

・なお、海外では、サル痘の予防に対しては、天然痘ワクチンが有効であるとの報告

がなされており、ウイルスへの曝露後４日以内の接種で感染予防効果が、曝露後４

～14 日以内の接種で重症化予防効果があるとされています。天然痘ワクチンについ

ては、国において十分な量の備蓄が行われています。

＜関連情報＞

・静岡県ホームページ（サル痘について）

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/1040682/1024187.html

・厚生労働省ホームページ（サル痘について）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19

/monkeypox_00001.html

・国立感染症研究所ホームページ（サル痘とは）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/kansennohanashi/408-monkeypox-intro.html

https://www.niid.go.jp/niid/ja/kansennohanashi/408-monkeypox-intro.html

